
外交 Vol.78 Mar./Apr. 2023 84

　

二
〇
二
二
年
一
二
月
末
、
約
一
年
半
ぶ
り
に
首
相
に
返
り
咲
い
た

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
が
率
い
る
連
立
政
権
が
発
足
し
た
。
右
派
政
党
「
リ

ク
ー
ド
」
を
筆
頭
に
極
右
政
党
や
ユ
ダ
ヤ
教
政
党
が
参
加
す
る
連
立

政
権
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
史
上
最
も
右
寄
り
の
政
権
と
称
さ
れ
る
。
最

右
派
政
権
が
発
足
し
た
直
後
か
ら
、
治
安
情
勢
の
悪
化
を
含
む
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
、
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
関
係
、
イ
ラ
ン
問
題
を
含
む
対
外

政
策
に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
外
か
ら
懸
念
や
課
題
が
示
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
新
政
権
の
政
策
の
影
響
に
つ
い

て
、
特
に
対
外
政
策
に
焦
点
を
当
て
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
外
の
議
論

か
ら
要
点
を
整
理
し
た
い
。

最
右
派
政
権
の
成
立
背
景
と
注
目
ポ
ス
ト

　

二
〇
一
九
年
四
月
か
ら
今
回
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
新
政
権
の
発
足
ま
で

総
選
挙
が
五
回
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
近
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
政
局
は
混

迷
を
極
め
て
き
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
や
イ
ラ
ン
問
題
な
ど
の
対

外
政
策
よ
り
も
、
経
済
格
差
の
是
正
の
ほ
か
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
の

汚
職
問
題
や
「
政
治
の
私
物
化
」
へ
の
懸
念
が
主
な
争
点
で
あ
っ

た
。
首
相
と
し
て
の
通
算
任
期
が
一
五
年
と
歴
代
最
長
の
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
氏
は
、
前
回
二
一
年
三
月
の
総
選
挙
を
受
け
て
六
月
に
下
野

し
、「
反
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
」
と
い
う
一
点
で
結
集
し
た
極
右
政
党
か
ら

関
西
外
国
語
大
学
准
教
授

辻
田
俊
哉

つ
じ
た　

と
し
や　

大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公

共
政
策
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士（
国

際
公
共
政
策
）。
在
イ
ス
ラ
エ
ル
日
本
国
大
使
館

専
門
調
査
員
、
大
阪
大
学
講
師
な
ど
を
経
て
現

職
。
専
門
は
国
際
関
係
論
。
論
文
に
「
紛
争
―

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
間
に
お
け
る
非
対
称

的
関
係
の
再
検
討
」
な
ど
。

極
右
政
党
が
参
加
す
る
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
連
立
政
権
が
成
立
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
。

「
極
右
連
合
」
の
二
人
の
閣
僚
が
進
め
る
対
パ
レ
ス
チ
ナ
強
硬
路
線
に
、

国
内
の
み
な
ら
ず
、
米
国
や
ア
ラ
ブ
諸
国
は
懸
念
を
強
め
る
。

複
雑
化
す
る
イ
ラ
ン
の
脅
威
へ
の
対
応
を
含
め
、

政
権
の
対
外
政
策
の
舵
取
り
は
よ
り
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

最
右
派
政
権
発
足
で
行
き
詰
ま
る

イ
ス
ラ
エ
ル
の
対
外
政
策
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ア
ラ
ブ
系
政
党
ま
で
、
政
策
理
念
が
ば
ら
ば
ら
の
八
党
が
参
加
し
た

連
立
政
権
が
発
足
し
た
。「
も
っ
て
一
年
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
政

権
は
翌
二
二
年
六
月
に
ク
ネ
セ
ト
（
国
会
に
相
当
。
一
院
制
で
定
数

一
二
〇
）
の
解
散
を
発
表
し
、
一
一
月
に
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

収
賄
、
詐
欺
、
背
任
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
は
、
ク

ネ
セ
ト
で
過
半
数
を
獲
得
す
る
た
め
、
複
数
の
極
右
政
党
と
の
関
係

強
化
を
選
択
し
た
。
複
数
の
極
右
政
党
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
「
ユ
ダ

ヤ
人
国
家
」
だ
と
し
て
市
民
の
「
ユ
ダ
ヤ
人
性
」
を
強
め
、
ア
ラ
ブ

系
市
民
や
性
的
少
数
者
に
対
し
て
は
排
他
的
に
対
応
し
、
パ
レ
ス
チ

ナ
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
地
の
拡
大
を

主
張
し
て
き
た
。
総
選
挙
で
は
、
そ
う
し
た
複
数
の
極
右
政
党
か
ら

な
る
連
合
が
一
四
議
席
を
獲
得
し
、
躍
進
し
た
。

　

極
右
政
党
連
合
が
躍
進
を
遂
げ
た
理
由
と
し
て
、
極
右
勢
力
内
に

生
じ
た
政
治
的
空
白
と
治
安
情
勢
の
悪
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
政
権

で
は
、
別
の
極
右
政
党
が
左
派
も
加
わ
る
連
立
政
権
に
参
加
し
た
こ

と
も
あ
り
、
同
政
党
へ
の
支
持
離
れ
が
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
右
派

リ
ク
ー
ド
よ
り
も
右
寄
り
に
生
じ
た
空
白
を
埋
め
る
形
で
複
数
の
極

右
政
党
が
連
合
し
、
入
植
者
の
一
部
や
極
右
政
党
支
持
者
か
ら
の
票

の
獲
得
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
で
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
国
防
軍
に
よ
る
「
対
テ
ロ
」
作
戦
が
増
え
、
一
方
で
ユ
ダ
ヤ

人
入
植
者
に
対
す
る
襲
撃
事
件
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
パ
レ
ス
チ

ナ
の
新
た
な
武
装
集
団
（「
ラ
イ
オ
ン
の
巣
穴
」）
が
台
頭
す
る
な
ど

治
安
の
悪
化
は
深
刻
で
、
二
二
年
の
犠
牲
者
数
の
多
さ
は
、
〇
七
年

以
来
と
さ
れ
る
。
加
え
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
の
ユ
ダ
ヤ
系
と
ア

ラ
ブ
系
住
民
間
の
緊
張
も
高
ま
っ
て
い
る
。
二
一
年
五
月
の
ガ
ザ
地

区
な
ど
の
紛
争
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
と
ア
ラ
ブ
系
住
民
の
混
在
地
区
で

の
衝
突
も
起
き
、
極
右
的
な
ユ
ダ
ヤ
系
住
民
に
よ
る
ア
ラ
ブ
系
住
民

の
襲
撃
や
ア
ラ
ブ
系
住
民
に
よ
る
放
火
事
件
が
発
生
し
た
。

　

極
右
政
党
連
合
の
う
ち
、
特
に
注
目
を
浴
び
た
の
が
政
党
「
宗
教

シ
オ
ニ
ズ
ム
」
の
ス
モ
ト
リ
ッ
チ
党
首
と
、「
ユ
ダ
ヤ
の
力
」
の
ベ

ン
グ
ビ
ー
ル
党
首
に
与
え
ら
れ
た
ポ
ス
ト
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
入
植

地
の
併
合
を
主
張
し
て
き
た
ス
モ
ト
リ
ッ
チ
氏
は
、
新
政
権
に
お
い

て
財
務
相
に
加
え
、「
第
二
国
防
相
」
と
い
う
国
防
省
内
に
新
設
さ

れ
た
ポ
ス
ト
に
就
い
た
。
ま
た
、
過
去
に
テ
ロ
組
織
の
支
持
な
ど
で

有
罪
判
決
を
受
け
、
選
挙
期
間
中
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
銃
撃
す
る

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
兵
士
の
免
責
や
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
に
忠
誠
を
誓
わ

な
い
ア
ラ
ブ
系
市
民
の
国
外
追
放
な
ど
の
過
激
な
発
言
を
繰
り
返
し

た
ベ
ン
グ
ビ
ー
ル
氏
は
、
国
家
治
安
相
に
就
任
し
た
。
政
治
的
駆
け

引
き
に
長
け
て
い
る
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
、
こ
れ
ら
二
人
が
権
力
の

座
に
就
け
ば
自
ら
を
律
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
過
去
の
過
激
な
言
動

を
問
題
視
せ
ず
、「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
で
き
る
と
の
自
信
を
の
ぞ
か
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せ
る
。
一
方
で
、
両
者
と
も
に
そ
の
思
想
や
価
値
観
を
具
体
的
政
策

に
落
と
し
込
み
や
す
い
ポ
ス
ト
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
最
右
派
政

権
の
政
策
が
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

暴
力
の
連
鎖
続
く
西
岸
地
区

　

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
で
あ
る
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
の
民
生
事
項

を
扱
う
イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍
管
轄
組
織
・
民
生
局
の
責
任
者
を
務
め

る
こ
と
と
な
っ
た
ス
モ
ト
リ
ッ
チ
氏
は
、
連
立
交
渉
の
際
も
、
民
生

局
を
国
防
軍
か
ら
政
府
の
管
轄
下
に
移
す
こ
と
を
唱
え
て
い
た
。
今

年
一
月
二
○
日
に
ガ
ラ
ン
ト
国
防
相
が
西
岸
地
区
で
無
認
可
に
建
設

さ
れ
た
入
植
地
拠
点
の
撤
去
を
命
令
し
た
際
に
も
早
速
反
対
の
意
を

示
し
て
い
る
。
今
後
、「
第
二
国
防
相
」
と
し
て
ど
の
程
度
入
植
地

建
設
を
押
し
進
め
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
入
植
活
動
の
際
の
民
生
事

項
と
国
防
軍
の
役
割
分
担
や
、
国
防
省
内
に
お
け
る
指
揮
命
令
系
統

へ
の
影
響
な
ど
に
ど
ん
な
変
化
が
生
じ
る
の
か
注
目
さ
れ
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
西
岸
地
区
の
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
地
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
併
合

す
る
計
画
に
向
け
た
「
整
備
」
が
進
む
と
の
懸
念
の
声
が
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
西
岸
地
区
併
合
計
画
は
、
二
〇
二
〇
年
七
月
に
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

首
相
が
そ
の
内
容
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
「
反
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
」
を
含
む
政
治
的
混
乱
も
あ
っ
て
断
念
し
て
い
る
。

　

ベ
ン
グ
ビ
ー
ル
氏
の
国
家
治
安
相
へ
の
就
任
も
、
東
エ
ル
サ
レ
ム

や
西
岸
地
区
に
お
け
る
特
殊
作
戦
を
任
務
に
含
む
警
察
管
轄
下
の
国

境
警
備
隊
を
担
う
こ
と
で
合
意
が
あ
っ
た
と
の
見
方
が
あ
る
。
軍
と

の
連
携
の
も
と
、
ベ
ン
グ
ビ
ー
ル
氏
も
ま
た
ど
の
程
度
権
限
が
与
え

ら
れ
る
の
か
、国
防
軍
関
係
者
か
ら
も
懸
念
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

新
政
権
発
足
後
、
西
岸
地
区
を
め
ぐ
る
情
勢
は
悪
化
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
一
月
末
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍
の
作
戦
で
パ
レ
ス
チ

ナ
人
が
九
人
死
亡
し
た
翌
日
に
は
、エ
ル
サ
レ
ム
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ（
ユ

ダ
ヤ
教
の
会
堂
）
で
銃
撃
事
件
が
発
生
し
、
七
人
が
死
亡
し
た
。
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
、市
民
の
銃
規
制
の
緩
和
や
入
植
活
動
の
「
強
化
」

と
い
う
対
応
を
表
明
し
た
。
事
件
の
直
後
に
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問
し

た
米
国
の
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
は
、暴
力
の
応
酬
に
懸
念
を
示
し
、

米
国
は
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
「
二
国
家
解
決
」
の
実
現
を

損
な
う
可
能
性
の
あ
る
も
の
に
は
「
反
対
す
る
」
と
述
べ
、
ユ
ダ
ヤ

人
入
植
地
の
拡
大
な
ど
に
反
意
を
示
し
た
。
他
方
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政

府
は
二
月
一
二
日
に
九
ヵ
所
の
無
認
可
入
植
地
拠
点
の
承
認
や
、
入

植
地
で
の
新
た
な
住
宅
建
設
計
画
を
発
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
国

連
安
全
保
障
理
事
会
で
は
二
〇
日
、
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
地
拡
大
計
画
を

非
難
す
る
議
長
声
明
が
採
択
さ
れ
た
。

　

幾
度
も
の
入
植
者
に
よ
る
挑
発
行
為
に
加
え
、
西
岸
北
部
の
都
市

ナ
ブ
ル
ス
で
は
二
二
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
先
述
し
た
「
ラ
イ
オ
ン

の
巣
穴
」
の
拠
点
が
あ
る
と
さ
れ
る
旧
市
街
を
急
襲
し
、
パ
レ
ス
チ
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ナ
人
一
一
人
が
死
亡
し
た
。
暴
力
の
連
鎖
を
阻
止
す
べ
く
、
イ
ス
ラ

エ
ル
政
府
と
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
治
安
当
局
高
官
が
二
六
日
、

ヨ
ル
ダ
ン
南
部
の
ア
カ
バ
で
協
議
し
た
。
ヨ
ル
ダ
ン
、
米
国
、
エ
ジ

プ
ト
も
協
議
に
加
わ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
と
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政

府
は
、暴
力
激
化
の
阻
止
に
努
め
る
と
す
る
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
は
新
た
な
入
植
地
建
設
の
議
論
を
四
ヵ
月
間
停
止
す
る

一
方
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
は
国
連
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
行
動
を

取
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
合
意
履
行
を
確

認
す
る
た
め
、
三
月
に
エ
ジ
プ
ト
東
部
の
シ
ャ
ル
ム
エ
ル
シ
ェ
イ
ク

で
会
談
を
開
催
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
同
日
、
ス

モ
ト
リ
ッ
チ
財
務
相
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
入
植
の
凍
結
は
な
い
」
と
発
言

し
、
西
岸
北
部
で
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
者
二
人
が
射
殺
さ
れ
た
事
件
が
発

生
す
る
な
ど
暴
力
の
連
鎖
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
る
。
一
月
以
降
の

治
安
悪
化
で
パ
レ
ス
チ
ナ
人
七
〇
人
以
上
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
一
四
人

が
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
。
治
安
の
改
善
は
総
選
挙
で
掲
げ
ら
れ
た
政

策
目
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
新
政
権
発
足
後
、
改
善
は
お
ろ
か
、

さ
ら
な
る
悪
化
が
国
内
外
か
ら
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
紛
争
終
結
に
向
け
た
「
ア
プ
ロ
ー
チ
」

　

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
政
権
発
足
時
に
、
対
外
政
策
の
課
題
と
し
て

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
の
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
国
交
正
常
化
を
あ
げ

て
い
た
。
今
年
一
月
三
一
日
に
行
わ
れ
た
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
単
独
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
が

事
実
上
終
結
す
る
と
き
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
に
立
ち
戻
り
、
パ
レ
ス

チ
ナ
人
と
の
実
行
可
能
な
和
平
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
と
の
紛
争
終
結

に
向
け
た
「
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
改
め
て
示
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
長

期
的
な
政
治
目
的
が
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
と
他
の
中
東
問
題
と
の
関
係

性
を
断
ち
切
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
よ
り
米

国
の
中
東
専
門
家
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
一
〇
年
代
に
は
、
中

東
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
過
激
派
対
策
が
進
め
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル

は
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
連
携
強
化
を
図
る
機
会
が
あ
る
と
の
見
方
が
散

見
さ
れ
、ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
も
過
去
に
同
様
の
見
解
を
示
し
て
き
た
。

　

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
上
述
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
根
拠
づ
け
る
「
成

果
」
と
し
て
、
一
七
年
一
二
月
の
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
に
よ
る
エ
ル
サ

レ
ム
の
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
首
都
の
認
定
、
一
九
年
三
月
の
シ
リ
ア
領

ゴ
ラ
ン
高
原
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
主
権
の
承
認
、
二
〇
年
八
月
以

降
の
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の
仲
介
の
も
と
で
実
現
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）（「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
」）、バ
ー
レ
ー

ン
、
ス
ー
ダ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
と
の
国
交
正
常
化
を
あ
げ
て
い
る
。
し

か
し
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
対
パ
レ
ス
チ
ナ
強
硬
路
線
を
と
っ
て
い

る
た
め
、
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
関
係
強
化
に
努
め
る
間
に
入
植
活
動
を

促
進
さ
せ
て
併
合
を
既
成
事
実
化
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
と
の
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批
判
も
あ
る
。

　

バ
イ
デ
ン
米
政
権
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
異
な
り
、
入
植
地
拡
大
に

断
固
反
対
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ル
サ
レ
ム
問
題
や
対

パ
レ
ス
チ
ナ
の
強
硬
路
線
が
続
け
ば
、
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
関
係
強
化

が
損
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
新
政
権
発
足
五
日
後
の
一

月
三
日
に
は
、
ベ
ン
グ
ビ
ー
ル
国
家
治
安
相
が
エ
ル
サ
レ
ム
旧
市
街

の
聖
地
「
神
殿
の
丘
」
を
訪
問
し
た
際
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で

緊
急
会
合
が
招
集
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
懸
念
が
示
さ
れ
た
ほ

か
、ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
の
Ｕ
Ａ
Ｅ
訪
問
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

最
右
派
政
権
に
よ
る
対
パ
レ
ス
チ
ナ
の
強
硬
路
線
と
、
ア
ラ
ブ
諸
国

と
の
関
係
強
化
が
同
時
並
行
的
に
進
む
の
か
、
入
植
地
問
題
や
西
岸

地
区
情
勢
を
め
ぐ
る
「
細
部
」
が
周
辺
国
や
関
係
主
体
か
ら
注
視
さ

れ
て
い
る
。

対
イ
ラ
ン　
同
盟
国
と
の
連
携
強
化
と
単
独
行
動

　

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
は
ま
た
、
イ
ラ
ン
脅
威
論
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

一
九
九
〇
年
代
か
ら
イ
ラ
ン
脅
威
論
を
唱
え
、
二
〇
一
〇
年
代
に
は

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
一
部
の
ア
ラ
ブ
諸
国
が
対
イ
ラ
ン
脅
威
認
識
を

共
有
し
て
い
る
と
み
て
、
関
係
構
築
を
望
ん
だ
。
一
五
年
の
イ
ラ
ン

核
合
意
後
に
は
合
意
を
「
歴
史
的
な
過
ち
」
と
評
し
、近
年
も
な
お
、

核
兵
器
保
有
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
経
済
制
裁
と
信
頼
性
の
あ
る
軍

事
的
威
嚇
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
。

　

イ
ラ
ン
脅
威
へ
の
対
応
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
内
戦
が
続
く
シ

リ
ア
に
お
い
て
影
響
力
を
強
め
る
イ
ラ
ン
や
関
係
組
織
に
対
し
、
幾

度
も
攻
撃
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
行
動
を
「
戦
間
期
軍
事
行

動
（Cam

paign betw
een W

ars

：
Ｃ
Ｂ
Ｗ
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
略

称
は
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｍ
）」
と
も
い
う
。
一
五
年
、
ロ
シ
ア
が
シ
リ
ア
内

戦
に
軍
事
介
入
し
て
以
降
、
Ｃ
Ｂ
Ｗ
を
実
行
す
る
に
は
シ
リ
ア
領
空

を
統
制
す
る
ロ
シ
ア
の
「
黙
認
」
が
必
要
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
「
中
立
」
姿
勢
の
維
持
に

努
め
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、
度
重
な
る
米
国
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
コ
ー
ヘ
ン
外
相
は
今
年
二
月
一
六
日
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
ー
ウ
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と
会
談
し
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
拡
充
を
表
明
し
た
。
ロ
シ
ア
と
イ
ラ
ン
の
接
近

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
政
策
と
中
立
姿
勢

に
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

一
月
二
三
～
二
七
日
に
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
過
去
最
大
の
共

同
軍
事
演
習
を
行
っ
た
。
二
八
日
に
は
、
イ
ラ
ン
中
部
の
都
市
イ
ス

フ
ァ
ハ
ン
の
軍
需
工
場
を
標
的
と
し
た
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
が
実
施
さ
れ

た
と
報
じ
ら
れ
、
攻
撃
を
実
行
し
た
の
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
情
報
機
関

モ
サ
ド
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
二
月
一
〇
日
に
ア
ラ
ビ
ア
海
で

イ
ス
ラ
エ
ル
所
有
の
船
舶
が
攻
撃
さ
れ
る
と
、
一
九
日
に
は
、
シ
リ
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ア
の
首
都
ダ
マ
ス
カ
ス
の
住
宅
に
対
し
て
イ
ラ
ン
関
係
者
を
標
的
と

し
た
と
さ
れ
る
空
爆
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
事
件
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
間
の
「
影
の
戦
争
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

威
嚇
の
信
頼
性
向
上
の
た
め
の
同
盟
国
と
の
連
携
強
化
と
、
中
東
地

域
に
お
け
る
イ
ラ
ン
の
影
響
力
拡
大
の
阻
止
を
意
図
す
る
単
独
で
の

Ｃ
Ｂ
Ｗ
の
実
行
は
、
今
後
も
並
行
し
て
行
わ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

混
迷
す
る
内
政
が
対
外
政
策
に
も
た
ら
す
影
響

　

対
外
政
策
に
関
し
、
今
後
、
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
う
る
内
政

上
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
新
政
権
発
足
六
日
後
の
一
月

四
日
に
レ
ビ
ン
副
首
相
兼
法
相
が
発
表
し
た
司
法
制
度
改
革
案
で
あ

る
。
改
革
案
は
、
最
高
裁
の
判
決
を
ク
ネ
セ
ト
で
の
過
半
数
の
賛
成

に
よ
り
覆
し
、
さ
ら
に
、
最
高
裁
裁
判
官
の
任
命
に
関
し
政
権
の
影

響
力
を
強
め
る
意
図
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
改
革
案
が
実
現

さ
れ
れ
ば
、
法
の
支
配
が
後
退
し
、
三
権
分
立
が
損
な
わ
れ
、
政
府

へ
の
権
力
集
中
が
進
む
と
し
て
、
大
規
模
な
抗
議
デ
モ
が
毎
週
末
続

い
て
い
る
。
民
主
主
義
の
後
退
へ
の
懸
念
は
、
一
般
市
民
、
政
界
、

法
曹
界
、
経
済
界
に
と
ど
ま
ら
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
防
軍
の
兵
士
や

治
安
・
安
全
保
障
関
係
者
か
ら
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

対
外
政
策
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
改
革
が
行
わ
れ
た
場

合
、「
ユ
ダ
ヤ
人
性
」
の
強
化
、
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
地
の
建
設
許
可
や

占
領
地
の
併
合
な
ど
、
政
権
が
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
し
、
よ
り
強
硬
な

政
策
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
含
む
対
ア
ラ
ブ
諸
国
関
係
、
対
イ
ラ
ン

で
連
携
強
化
が
不
可
欠
な
米
国
と
の
関
係
に
も
悪
影
響
が
及
ぶ
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
例
と
し
て
、
三
月
一
〇
日
に
発
表
さ
れ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
と
イ
ラ
ン
に
よ
る
外
交
関
係
の
正
常
化
合
意
が
あ
げ
ら
れ
る
。

合
意
を
受
け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ラ
ピ
ド
前
首
相
は
、
政
府
の
「
対
外

政
策
の
完
全
か
つ
危
険
な
失
敗
」
と
述
べ
、ベ
ネ
ッ
ト
元
首
相
は
「
国

内
の
対
立
と
政
治
的
怠
慢
が
引
き
起
こ
し
た
大
失
敗
」で
あ
る
と
し
、

国
内
の
混
乱
を
「
世
界
や
地
域
の
各
国
が
注
視
し
て
い
る
」
と
強
く

非
難
し
た
。
両
者
と
も
に
、
合
意
が
対
イ
ラ
ン
「
地
域
連
合
」
の
構

築
に
向
け
た
努
力
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
一

方
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
専
門
家
な
ど
は
、
合
意
は
国
際
情
勢

の
変
化
に
よ
る
も
の
と
の
見
方
を
示
し
た
上
で
、
重
要
な
問
題
は
国

外
の
合
意
が
ま
た
も
国
内
の
政
治
対
立
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ

た
。
ま
た
、
過
去
四
年
間
に
わ
た
る
内
政
の
混
乱
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の

対
外
政
策
と
戦
略
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
今
後
も
混
乱
が
深

ま
る
場
合
、さ
ら
に
大
き
な
代
償
を
伴
う
結
果
に
な
る
と
指
摘
し
た
。

混
迷
深
ま
る
内
政
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
対
外
政
策
に
も
た
ら
し
う
る
影

響
に
つ
い
て
、
国
内
外
の
議
論
は
当
分
続
き
そ
う
で
あ
る
。
●




